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※事務局記入欄 

№ 74 

【様式２】 

エントリー学校名： 
青森県十和田市立第一中学校 
活動名：  
生きた知識と学びの力 ~つなぐ・つながる・つなげる~ 

解決すべき課題：  

授業で得た知識や技能が覚えているというだけのものとして終わっていないだろうか。覚えていることを知識というな
らば人間はAIやコンピュータに敵うわけがない。生徒が学んだことで何ができるようになったかに気付き、他の学習
内容や生活場面でもそれらを活用することで、はじめて知識や技能は生きたものとなる。様々な知識を有機的に
結び付けて活用し、課題解決を図ることのできる生徒を育てていくことが重要であると考えた。 

目標・方針： 
「ふるさとと共に生きる単元学習」を核とした探究型の単元カリキュラムを、教科相互や地域素材とつないでデザ
インすることによってパフォーマンス課題を設定する。仲間と共に深く学び続けながら、学びの力を身に付け、よりよ
く生きることができるようにする。そのために、①学習スキルを明確にした授業づくり、②わくわくする学習課題とパフ
ォーマンス課題の設定、③総合的な学習の時間を中心とした思考ツールの活用、④学習の振り返りと、様々な
知識をつなげる「つなげタイム」の設定に取り組んだ。 

活動内容： 
キャリア教育の視点に立って「ふるさと学習」を核とした総合的な学習の時間を中心に、各教科で学習した知識 
や経験を統合し、地域や社会の人々とのかかわりの中で課題解決に向け活用できる場面を設定する。 
① 「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」で身に付けさせたい学習スキルの焦点化（資料１） 
② 教科相互や地域素材を反映させた「わくわくする」学習課題から、社会とつながるための「パフォーマンス課
題」の設定による知識・技能を活用・発揮できる学習活動（資料２） 

③ 総合的な学習の時間での３年間を見通した「ふるさと学習」への取組と教科等横断的な指導計画（単元
配列表）の作成及び思考ツールの活用（資料３） 

④ 一日の学習を学習スキルを中心に整理し、振り返る「つなげタイム」の実施（資料４） 

活動の成果： 
１ 主体的な学びについて︓家庭で自主的に学習に取り組む生徒が増加した。また、地域や社会への問題に
ついての課題意識が高まり、自分ごととして考えるようになった。 

２ 対話的な学びについて︓話し合う活動により自分の考えが広がったり深まったりすることを実感するとともに、
自分の考えがどうすれば相手に伝わるかを考え、表現方法を工夫するようになった。 

３ 深い学びについて︓探究型サイクルの学習の中で学習スキルや思考ツールを活用することで、知識や技能
を概念化し、新たなものを創り上げようとする姿が見られた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
〇 地域と「つなぐ」、「つながる」、「つなげる」ような３年間を通した「ふるさと学習」 
〇 社会とつなげるパフォーマンス課題の設定による生きた知識とよりよく生きるための学びの力の育成 
〇 キャリア教育の視点に立った地域課題解決型探究及び未来創造型探究 
〇 授業における学習スキルの提示と「つなげタイム」 

【資料１】 学習スキル                    【資料４】 「つなげタイム」振り返りシート                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【資料２】 パフォーマンス課題例（国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】 教科等横断的指導計画（単元配列表一部） 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 

論点を捉えて 
「幻の魚は生きていた」 
～ひめますの里 十和田湖を未来につなごう～ 

本時の 
学習課題 

「ひめますの里 十和田湖」を未来につなぐために
展示パネルのタイトルを考えよう。 

パフォーマン
ス課題 

 あなたは十和田湖ビジターセンターの展示スペー
ス「ひめますコーナー」を充実させることになりました。
「ひめますの里 十和田湖」を未来につなぐために、
湖の環境・湖の生態系・漁協の方の取組の観点
から、写真等の資料を取り入れて展示パネルをど
のように作ればよいか考えましょう。 

 

 

 




